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や日本林業協会 (2001)㌻林業自習 :､勘勘2年度』などに詳 しい｡
3)各種の森林認証制度に関しては､小林紀之 (2000)『2川(.紀の脚 塊企業と森林』日本林業調査
会､芝iF.巳 (2000)｢森林認証 ･ラベ リング制度の陸日算的動向と今後の研究課題｣森林研究72:
45-56､白石則彦 (2001)｢我が抜目ニおける森林認細 約度の発展可能性｣山林1400をチ:6-13､日:l
刊木材新聞｣2001年11月20日野 ｢環境特集 :森林認証｣などが参考になる｡















の組合幹部職員へのIilfは 取 りでも､これら条件のいくつかに関しては ｢そんなことまで要求さ
れるとは)おってもいなかった｣という感想を聞いた｡
9)この節の分析は､2000年9月および12月の聞き取り調査に基づいているo
10)買取販売は玉切りされた丸太を所有者から買い取って販売する販売形態､買取林産は立木買
いをして伐採 ･搬出 ･販売する林産形態､受託販売は丸太を外部の丸太市場へ出して手数料を
取る販売形態､受託林産は事業費を販売後に1･数料として粕算する林産形態､請負林産は図 ･
県 ･町有林などを固定事業費で伐採 ･搬出する林産形態を指すO受託林産と請負林塵は大抵の
場合､買取販売とセットで行われるo
ll)本論文の中では十分触れられなかったが､擁原町森林組合のFSC認証取得には､高知県およ
び樽原町からの支援も大きな助けとなっている｡同森林組令は､希少な野生動植物に関する調
査データや管澄踊叢営計画に関わる資料収簾などは県森林局に､町内の歴史 ･文化や保全林に関
する資料 ･記録は町産業振興裸に､全面的に協力を仰いだOこうした点を考えると､森林組合
という組織の内部のみならず､関係する行政機関との人的交流と協力支援体制に恵まれたこと
も､同組合のFSC認証取手馴ことっては重要な要陸lの-つ であったといえる｡
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